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査票（Brief Job Stress Questionnaire：BJSQ）とともに配偶者と子どもの有無に着目し
た家族構成，およびストレスに関連があると考えられる回避型対処行動について調査内容
を拡張し，病棟勤務女性看護師のストレスの総合評価について検討を行った． 























































後の職場改善やストレス予防に向けた取り組みとして、職業性ストレス簡易調査票（Brief Job Stress 
Questionnaire：BJSQ）とともに配偶者と子どもの有無に着目した家族構成、およびストレスに関連
があると考えられる回避型対処行動について調査内容を拡張し、病棟勤務女性看護師のストレス
の総合評価について検討を行った。全国の 400 床以上の総合病院の 13 病院（47 病棟）の看護師
990 名を対象に質問紙調査を実施し、対象は、仕事とともに家事や育児など負荷の多い就労女性



















を俯瞰し、総合的に分析した。この研究のアプローチは、BJSQ 調査データの分析法の 1 つとして
有用であることが示唆された。今後、構築された病棟勤務女性看護師のストレスモデルを活用する
ことで、職場環境の改善やストレス予防につながっていくことが期待される。 
これらの研究成果を総合した結果、本審査委員会では、本論文が「博士（応用情報科学）」の学
位授与に値する論文であると全員一致で判定した。 
 
